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3 焼却灰リサイクル可能性調査

事　　業　　名

「環境首都・札幌」宣言事業

世界冬の都市市長会関連事業

ＣＯ２削減普及推進事業（エコライフ定着関係事業）

施策
番号

15,294

6,110

―

33,000

―

円山動物園リニューアル事業

建築物環境配慮事業

公共施設における省エネ・新エネ導入体系化推進事業

204,264

―

1,200

6,782

108,186

6,261

8,458

2,192

7,329

1,030,877

155,516

0

0

0

2,888

2,516

924

141.8110,200

266,339247,169

112.9

6,253

54,170

92.1

－

48,375 193.5

1,595

ごみ減量アクションプログラム支援事業

定山渓地区生ごみ堆肥化推進事業

事業ごみのリサイクル処理推進事業

2663.4

－10,347

0

12,391

－

15,605 47.3

16,927

20.3

1,930 18,782

74.8

 

690,327750,411 56.3745,912 2,484,860

 

0 

 

0

 

 

263.6

－

 

0

2,021

0

4,586

7,844

992

12,983

0

4,105

3,750

1,995

4,229 115,017

5,429

9,885

92.736,850

729

51,325 20,346

16,365

904

15,749

67.915,896

7,000 237.8

43,000

16,6455,195

16,449

47

3,096

1,233

進捗率

( ％ )

（ 単位 :千 円）

政 策 目 標

重 点 課 題

4

2

平 成 23 年 度 第 2 次 札 幌 新 ま ち づ く り 計 画 施 策 進 行 調 書 （ そ の １ ）

安全・安心で、人と環境にやさしい街

地球環境問題への対応と循環型社会の構築

合 計

671,000

　「環境首都・札幌」を宣言し、地球温暖化対策の推進や循環型社会の構築を目指して、新エネル
ギーの活用やバイオディーゼル燃料の普及促進を通じた温室効果ガスの排出削減に取り組みま
す。また、市民・事業者・行政が一体となって、ごみの発生抑制、再利用、リサイクルの取り組みや、
市民一人ひとりが省資源、省エネルギーのための環境行動を実践するまちづくりを推進します。

計 画
事 業 費

22 年 度
( 決 算 )

21 年 度
( 決 算 )

計　　画　　事　　業　　の　　実　　施　　状　　況

19 年 度
( 決 算 )

施
策
の
基
本
方
針

実　績　事　業　費
20 年 度
( 決 算 )

124,270

61,152

10,170

4,901

2,109

―

102,064

134,000

10,000

7,000

メガワットソーラー共同利用モデル検討事業

8,479 76.632,925

396

1,959

－

40.4

30,288

28,511

13,785

249

939

296,882

14,868

158,680

2701,076

766,000

43,331

太陽光発電等設置モデル事業 52,000 10,268

下水熱有効利用モデル事業 25,000

風力発電事業推進

都市再生プロジェクトエネルギーネットワーク構築事業費補助

1,936

21,000 7,470札幌市次世代エネルギーパーク事業

344,372札幌・エネルギーｅｃｏプロジェクト　〔新エネ・省エネ機器導入への融資・補助制度〕

27,698

209,48397,4742,388,000

北海道の野生動物復元事業

札幌市一般廃棄物処理基本計画の改定

―

 

環境教育の推進 90,000 17,662 11,229

環境配慮型事業者支援事業 ― 3,780 840

4,498

639,422

35,010 705,160

6,457

265,082

1,251

271,174

7,728

落葉から環境保全と地域交流事業（香りとみどりにあふれたまちづくり）　〔南区〕

77.3

104.7

201.9

2,100

地球に優しいまちづくり支援事業　〔西区〕 15,000 8,464 8,109

環境保全型農業支援事業

6,382

2,1002,330

7,258

2,282 2,236

162,332

799

89.4

38,921

27.7

208,687 －

－

－408,160133,398

661,214

243,750

1,368

106,450新たな普及啓発拠点の整備（リユース広場）

12,58648,000

010,800

10,000

77,700

家庭用廃食油資源化促進事業

1,881

4,413,200

0

3,740

12,35616,245

0

0

04,547

0

―

298,210

中規模事業所ごみ減量推進事業

―

合　計　（計画事業費が 「－」 の事業は除く）

4,700
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1.8ｔ/日 1.6ｔ/日

環境配慮型事業者への支援プラン策定1

18都市 - 30都市

21 年 度末
( 実 績 )

平 成 23 年 度 第 2 次 札 幌 新 ま ち づ く り 計 画 施 策 進 行 調 書 （ そ の ２ ）

1

〔次世代エネルギーパーク〕構想を受けた整備計画
の策定

1 〔円山動物園リニューアル〕基本計画の策定

2

1
〔環境教育〕学校におけるエコライフ行動レポートの
提出枚数（累計）

〔CO2〕エコライフ行動レポートの集計に基づき試算
されるＣＯ２排出削減量

－

〔世界冬の都市〕市長会議参加都市数

策定
（20年度）

685,880枚

18,077t

1

〔落葉から環境保全と地域交流事業〕参加団体数
（南区　累計）

1

1

1

4,485ｔ

－

－

22都市
29都市

（17年度）

19 年 度末
( 実 績 )

〔環境首都・札幌〕「さっぽろ地球環境憲章」の策定

22 年 度 末
( 目 標 )

策定

18 年 度末
( 現 状 )

達　　成　　目　　標　　の　　状　　況

施策

番号
項　　　　　　目

22 年 度末
( 実 績 )

20 年 度末
( 実 績 )

重 点 課 題 地球環境問題への対応と循環型社会の構築

安全・安心で、人と環境にやさしい街

2団体

〔北海道の野生動物復元〕オオワシ、シマフクロウの
繁殖数

〔地球に優しいまちづくり〕計画期間中の環境活動
への参加者数（西区　19年度からの累計）

1.7ｔ/日

〔環境保全型農業〕堆肥の散布量（累計）

1

2,071個
（白石、厚別）

1,678個
（白石、厚別）

一部実施

3
〔定山渓地区生ごみ堆肥化推進事業〕参加事業者
の生ごみ分別量

1.6ｔ/日

リユース広場（リユースプラザ）で市民に提供した家
具等の個数

3.2ｔ/日

1,892個
（厚別）

1,200個

指導開始 継続

148,027枚27,794枚

政 策 目 標

1 －

－

2

1

4

－

選定

2 札幌駅前通熱供給導管ピット整備

素案の策定

〔風力発電〕事業主体となる事業者の選定

2
建築物環境配慮制度に基づく総合環境性能評価
の提出件数（累計）

〔北海道の野生動物復元〕オオワシ、シマフクロウの
放鳥数

－

6百万円2

2
〔公共施設省・新エネ導入〕指針に基づく省エネ・
新エネ導入検討施設数（累計）

－ 構想策定

2 －

3 〔札幌市一般廃棄物処理基本〕計画の改定 －

〔ecoプロ〕新エネルギー設備等の新規融資額 －

－

2

2

－ － － 0羽

305.4t 607.2t

－

36,500人
（Ｈ19～22

累計）

732ｔ 870,3ｔ

14,293人

－

19団体

－

54万枚

1,200ｔ

46,305人 57,965人

15団体

24,322人 30,795人

10団体 14団体

策定

50,238ｔ 59,208ｔ 4万ｔ

383,093枚

5団体

－ － 3羽

策定
（20年度）

完成

300件

選定
（19年度）

構築工（本体） 完成

3羽

104件

10件

－ 0羽

計画策定

土工

170件

前システム比
約50ｔ削減

－

1.6億円

前システム比
約38ｔ削減

前システム比
約28ｔ削減

2.2億円

10件

－

－－

10億円

4カ所

2.5億円

1施設 1施設

797カ所

推進推進

86カ所 254カ所－ 1カ所

改定 推進

実施
(19年度）

検討 実施
実施

(20年度）

実施

策定
（19年度）

策定
（20年度）

協働による市内1,000kW規模の太陽光発電所の設
置（上記のうち市有施設への率先導入）（累計）

－ 策定

－ 20件

事業着手 構築工（杭）

素案策定

72件

システム導入前
に比べ50ｔ削減

2
〔太陽光発電等設置〕学校への新エネルギー設備
導入件数（累計）

7件 8件 9件

〔下水熱有効利用〕西区民・保健センターにおける
二酸化炭素排出削減量

－
前システム比
約44ｔ削減

10件

3

3 〔家庭用〕廃食油回収拠点数 43カ所

3 〔家庭用〕廃食油回収量 1,200ℓ/月

1.9ｔ/日

12,978人

改定
（19年度）

285カ所 200カ所71カ所

7,000ℓ/月

20,000人

10,200ℓ/月

5,215人

2,500ℓ/月

279カ所

「さっぽろスリムネット」によるごみ減量実践活動への
参加者数

7,049人 8,252人

3,500ℓ/月 8,200ℓ/月

192カ所

11,343人

－ －

3
1,023個
（白石）

3

3 〔紙、プラスチック類、草木類廃棄物〕排出状況調査

965個
（白石）

〔中規模事業所〕ごみ減量・処理報告書の提出義務
づけ対象拡大

－

実施 実施3
〔焼却灰のセメント原料への再利用〕事業実現性評
価

－ － －－
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●環境首都札幌推進協議会を開催
●モンゴル・ウラルバートル市で開催される2010年実務者会
議に参加し、事務局として会議運営を行うともに、環境問題を
協議する小委員会に参加。
●引き続き、さっぽろエコ市民運動、エコドライブキャンペー
ン、環境情報誌「えこぽろ」発行等の各種啓発事業を実施
●環境教育校外学習用バス貸出（186台）、小中学校への環
境教育教材の寄贈（29校）、こども環境コンテストの開催等。
●環境配慮型事業者登録制度「さっぽろエコメンバー」の定
着を図るための支援策の検討、実施。
●第2回「さっぽろ環境賞」を開催
●落葉集積・配布及び堆肥化公園等（4ヶ所）、講習会等実
施〔南区〕
●「エコキッズプログラム」、「公用車ｶｰｼｪｱﾘﾝｸﾞ実証実験」等
〔西区〕
●環境保全型農業支援事業として、堆肥の散布（新規3戸
138ｔ、延べ17戸1,032ｔ）、新技術現地試験圃場の設置
●円山動物園では、新は虫類館建設、アジアゾーン建設設
計、園内熱源転換整備等

19　年　度　(　実　績　) 20　年　度　(　実　績　)

●環境首都札幌推進協議会を開催
●「環境首都・札幌」宣言メモリアル開催
●エストニア・マールドゥ市で開催された第14回世界冬の都
市市長会議に会長都市として参加し、地球温暖化問題等に
ついて協議
●さっぽろエコ市民運動、エコドライブコンテスト、環境情報誌
「えこぽろ」発行等の各種啓発事業を実施
●環境教育校外学習用バス貸出（155台）、小中学校への環
境教育教材の寄贈（29校）、こども環境コンテストの開催等を
実施。
●環境配慮型事業者登録制度「さっぽろエコメンバー」の定
着を図るための支援策の検討等を実施。
●「さっぽろ環境賞」第1回授賞式を開催
●落葉集積・配布及び堆肥化公園等（5ヶ所）、講習会等実
施〔南区〕
●「ごみダイエット・キャンペーン」、環境活動実践ゲーム作
成、「公用車ｶｰｼｪｱﾘﾝｸﾞ実証実験」等を実施〔西区〕
●環境保全型農業支援事業として、堆肥の散布（新規3戸
161.1ｔ、延べ12戸732ｔ）、新技術現地試験圃場の設置
●円山動物園で繁殖小屋（2棟）、リハビリゲージ等を建設、
エゾヒグマ館建設、新は虫類館新築工事実施設計等

21　年　度　(　実　績　) 22　年　度　(　実　績　)

主　　な　　取　　組　　内　　容

●「環境首都・札幌」宣言市民会議を設置し、素案を作成
●グリーンランドの首都ヌーク市で開かれた第13回世界冬の
都市市長会議に会長都市として参加し、地球温暖化対策等
について協議
●さっぽろエコ市民運動、エコドライブコンテスト、環境情報誌
「えこぽろ」発行等の各種啓発事業を実施
●環境教育プログラム策定、小学生向け環境副教材改定等
●事業者の環境配慮活動を評価する環境活動評価基準案
を検討し、アンケート調査実施
●落葉から堆肥への利用促進を図る落葉集積・配布及び堆
肥化公園（5ヶ所）、落葉堆肥化の講習会等実施（5回）〔南
区〕
●キャンドルナイトin琴似二十四軒（779名）、こども環境活動
発表会（200名）の実施等〔西区〕
●環境保全型農業支援事業として、家畜排泄物を原料とする
堆肥を農家に散布（5戸、305.4ｔ）
●円山動物園で、現在飼育する猛禽類の保護小屋を設置（2
棟）、エゾシカ・オオカミ舎完成等

●「環境首都・札幌」を宣言し市民意識を喚起するとともに、
市民式典を開催し本市の姿勢を世界に向け発信した。
●カナダ・プリンスジョージ市で開催された2008年実務者会
議に参加し、環境問題小委員会を開催し、各都市の環境問
題について協議した。
●さっぽろエコ市民運動、エコドライブコンテスト、環境情報
誌「えこぽろ」発行等の各種啓発事業を実施
●環境教育校外学習用バス貸出（115台）、環境教育リー
ダーの追加養成（9名）、こども環境コンテストの開催等
●環境配慮型事業者評価・登録制度を構築、運用開始
●落葉集積・配布及び堆肥化公園等（8箇所）、講習会等（8
回）〔南区〕
●ようこそ北海道洞爺湖サミットへ「エコまち西区deリレーイベ
ント」（4事業、2176名）の実施等〔西区〕
●環境保全型農業支援事業として、堆肥の散布（新規5戸
301.8ｔ、延べ10戸907.2ｔ）、新技術現地試験圃場の設置
●円山動物園で繁殖小屋（2棟）、リハビリゲージ等の建設工
事設計、園内ビオトープエリア造成、熱帯植物園解体

施策１ 環境行動を実践する人と街づくり

平 成 23 年 度 第 2 次 札 幌 新 ま ち づ く り 計 画 施 策 進 行 調 書 （ そ の ３ ）

政 策 目 標 4 安全・安心で、人と環境にやさしい街

重 点 課 題 2 地球環境問題への対応と循環型社会の構築
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施策２ 省エネルギー、新エネルギーの普及促進

4 安全・安心で、人と環境にやさしい街

19　年　度　(　実　績　) 20　年　度　(　実　績　)

●建築物環境配慮制度の導入、運用開始（届出数20件）
●都市再生プロジェクトエネルギーネットワーク構築事業費補
助として、札幌駅前熱供給導管ピット等の整備に対する補助
実施
●風力発電事業者を公募、決定。事業者による事前調査等
の実施。
●下水熱有効利用モデル事業として、システム完成。下水熱
の暖房利用実証試験を開始。
●太陽光発電等設置モデル事業として、前田中央小学校へ
太陽光発電設置（５kW）
●札幌市次世代エネルギーパーク事業の構想策定（検討委
員会４回実施）
●メガワットソーラー共同利用モデル検討事業の基礎調査実
施（検討委員会実施）
●札幌・エネルギーecoプロジェクト発足、新支援制度（融資・
補助）構築
●公共施設における省エネ・新エネ導入体系化推進事業とし
て、公共施設への省エネ・新エネ導入指針策定

21　年　度　(　実　績　) 22　年　度　(　実　績　)

地球環境問題への対応と循環型社会の構築

●建築物環境配慮制度の運用、普及啓発等
●都市再生プロジェクトエネルギーネットワーク構築事業費補
助として、札幌駅前熱供給導管ピット等整備への補助を実施
●札幌市次世代エネルギーパークに導入される新エネル
ギーや展示施設の実施設計
●「札幌・サンサンプロジェクト事業」計画に基づき、札幌ドー
ムに太陽光発電設備を設置（90kW）
●札幌・エネルギーecoプロジェクト事業による融資・補助を
募集
●公共施設における省エネ・新エネ導入体系事業として、新
築・改築時の事前協議を行い、導入促進を実施。

●建築物環境配慮制度の運用、普及啓発等（届出数52件）
●都市再生プロジェクトエネルギーネットワーク構築事業費補
助として、札幌駅前熱供給導管ピット等整備への補助を実施
●風力発電事業実施に向け、事業者や関連機関との調整を
進め、事業者が北電の風力発電募集に応募
●下水熱有効利用モデル事業として実証事業により効果・課
題等の検証を行うとともに、信頼性・維持管理向上のため設
備改良を行った。
●太陽光発電等設置モデル事業として、北郷小学校に太陽
光発電設備（10kW）を設置
●札幌市次世代エネルギーパーク事業の基本計画を策定
●メガワットソーラー共同利用モデル事業を基に「札幌・サン
サンプロジェクト事業」計画を策定
●札幌・エネルギーecoプロジェクトによる新規の融資・補助を
募集し、847件の支援を行った。
●公共施設における省エネ・新エネ導入体系化推進事業と
して、「札幌市公共施設における省エネルギーの推進及び新
エネルギーの導入要綱」を制定

●建築物環境配慮制度の運用、普及啓発等（届出数32件）
●都市再生プロジェクトエネルギーネットワーク構築事業費補
助として、札幌駅前熱供給導管ピット等整備への補助を実施
した。
●風力発電事業実施に向けて事業者・関連機関との調整を
行った。
●下水熱有効利用モデル事業は、実用段階となった。
●太陽光発電等設置モデル事業として、常盤小学校に太陽
光発電設備（5kW）を設置した。
●札幌市次世代エネルギーパーク事業における、民間参画
の手法を検討した。
●「札幌・サンサンプロジェクト事業」計画に基づき、市役所本
庁舎に太陽光発電設備を設置した（10kW）。
●札幌・エネルギーecoプロジェクト事業による新規の融資・
補助を募集し、662件の支援を行った。
●公共施設における省エネ・新エネ導入体系事業として、
「要綱」の運用を行い、省エネ・新エネ導入の普及促進活動
を行った。
●木質バイオ燃料の活用による地球温暖化の防止及び環境
産業の育成に向けた調査を行った。

平 成 23 年 度 第 2 次 札 幌 新 ま ち づ く り 計 画 施 策 進 行 調 書 （ そ の ４ ）

政 策 目 標

重 点 課 題 2

主　　な　　取　　組　　内　　容



様　式　ア

重 点 課 題 2

平 成 23 年 度 第 2 次 札 幌 新 ま ち づ く り 計 画 施 策 進 行 調 書 （ そ の ５ ）

地球環境問題への対応と循環型社会の構築

みんなで進めるごみ減量、リサイクル施策３

4 安全・安心で、人と環境にやさしい街

22 年 度末
( 実 績 )

19　年　度　(　実　績　)

22　年　度　(　実　績　)

●スリムシティさっぽろ計画推進
・家庭ごみの有料化、雑がみ及び枝・葉・草の分別収集開始
などの新たなごみルールを7月から実施し、ごみ減量・リサイク
ルをさらに推進した。
・町内会などが自主的に収集した生ごみを資源化施設で堆
肥化する生ごみﾘｻｲｸﾙ･ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ事業を行った。
・共同住宅の排出マナー改善に重きを置いたごみステーショ
ンに関する制度変更を周知徹底を行った。
・ごみステーション管理支援事業として、７月からの家庭ごみ
有料化に備え、20年10月に発足した「さっぽろごみパト隊」を
本格的に配置した。
●「さっぽろスリムネット」各プロジェクトにおいて、様々なごみ
減量実践活動を展開した。
●廃食油回収拠点を279カ所に拡大するとともに、廃食油リサ
イクルについてチラシ、のぼりの作成配布を行った。
●農家・農協・堆肥化事業者などで構成する札幌市バイオマ
スタウン推進協議会を設立し、定山渓地域バイオマスタウン
構想を推進した。
●大・中規模事業所に対し、事業ごみ指導員が、約5,000件
の「紙ごみ」の分別、「生ごみ」減量等の普及指導を行った。

22 年 度 末
( 目 標 )

主　　な　　取　　組　　内　　容

20　年　度　(　実　績　)

政 策 目 標

●「スリムシティさっぽろ計画」を新ごみルール説明会などで
周知するとともに、この計画で掲げたごみ減量・リサイクル施
策の実施に向けて、「雑がみ」のモデル実験事業や生ごみリ
サイクルパートナーシッフﾟモデル事業を行い、地区リサイクル
センターを設置し、共同住宅のごみステーション対策強化な
どを行った。
●「さっぽろスリムネット」会員である市民・事業者の意見に基
づき、各プロジェクトにおいて、様々なごみ減量実践活動を展
開し、延べ参加者数は11,343名に上った。
●廃食油回収拠点を192か所に拡大するとともに、廃食油リ
サイクルについてチラシ・のぼりの作成配布を行った。
●生ごみ堆肥の活用拡大に向け、農業試験場に生ごみ堆肥
の試験を委託し効果が確認できた。
●厚別清掃工場跡地に新たに｢リユースプラザ｣を整備した。
●中規模事業所へのごみ分別・リサイクル指導を推進するた
め、データベースシステムを構築し、分別ガイドを作成した。

●スリムシティさっぽろ計画推進
・町内会などに対し、環境美化や地域パトロールに関する用
品提供や管理器材の購入助成を実施。
・町内会などが自主的に収集した生ごみを資源化施設で堆
肥化する生ごみﾘｻｲｸﾙ･ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ事業を実施。
・地域におけるごみステーションの適正使用を支援するため、
引き続きごみパト隊によるパトロール、指導を実施
・ごみステーションのマナー向上などを目的に、分離（小規模
化）を推進。
・H23.3末、篠路清掃工場を廃止
●定山渓地域内に民設民営による生ごみ堆肥化施設が完
成。（平成23年2月竣工）
●「さっぽろスリムネット」各プロジェクトにおいて、様々なごみ
減量実践活動を展開した。

主　　な　　施　　設　　、　　サ　　ー　　ビ　　ス　　の　　整　　備　　水　　準

19 年 度末
( 実 績 )

18 年 度末
( 現 状 )

該当なし

21　年　度　(　実　績　)

施　設　（　サ　ー　ビ　ス　）　名
20 年 度末
( 実 績 )

21 年 度末
( 実 績 )

●「スリムシティさっぽろ計画」素案を公表し、3カ月間のパブ
リックコメントや223回開催した市民意見交換会などで延べ
8,367人の参加を得て、3,848人から意見が寄せられ、この意
見を踏まえ計画を変更・追加し、平成20年3月に計画を策定
した。
●「さっぽろスリムネット｣の平成19年度事業への参加者数は
延べ8,252名に上った。また、ごみ収集車7台などへのBDF使
用を開始するなど、各プロジェクトにおいて、ごみ減量事業を
展開した。
●4回の協議会を実施し、延べ73名の市民・事業者の参加得
て、地域合意の基に「定山渓地域バイオマスタウン構想」を策
定した。定山渓地区の生ごみ597ｔが堆肥化され、これを同地
区の7軒の農家が活用して農作物を生産した。生産した農作
物は、同地区で開催する｢エコ収穫祭（来場者811名)｣で市民
に提供され、7つのホテル等において食材として活用された。



様　式　ア

・省エネルギー、新エネルギー機器のさらなる普及促進のた
めに、市民要望に即した制度や申込方法の見直しが必要で
ある。
・目標を達成している事業についても、さらなる事業推進のた
めに、今後は関係機関との調整や事業手法の検討が求めら
れる。

施策３ みんなで進めるごみ減量、リサイクル

重 点 課 題 地球環境問題への対応と循環型社会の構築2

施策１ 環境行動を実践する人と街づくり

課　　　　　　　　　題

4 安全・安心で、人と環境にやさしい街

・「スリムシティさっぽろ計画」（平成20年度策定）の普及啓発
を新ごみルール説明会などで行った。「新ごみルール」以降、
家庭から出る廃棄ごみは32％減、リサイクル量は2.4倍と大幅
なごみ減量、リサイクル効果が認められた。
・平成22年度の焼却ごみ量は、最終目標である24万ｔの減を
達成したことから、平成23年３月末をもって篠路清掃工場の
廃止を決定した。
・廃食油回収拠点を285カ所に拡大し平成22年度には
122,944ℓ回収することができた。
・「定山渓地域バイオマスタウン構想」を策定、平成22年度は
165トンの堆肥を同地域の農家などが活用し作物を生産、イ
ベントで提供されたほか、ホテル等で活用された。また民間に
よる生ごみ堆肥化施設が整備された。

・H23.4からの新聞・雑誌・ダンボールの排出ルール変更の定
着を図るため、回収拠点の拡充など排出しやすい環境の整
備が必要である。
・「燃やせるごみ」の約44％を占める生ごみの減量、リサイクル
の推進
・大幅なごみ減量を達成したが、今後の新たな目標、施策の
検討が必要である。
・事業ごみは減少傾向にあるものの、更なる減量、リサイクル
の取組みが必要である。

施策２ 省エネルギー、新エネルギーの普及促進

・計画事業はほぼ予定どおり進捗しており、その結果、市民・
事業者の省エネルギーや新エネルギーの普及が促進し、目
標に向けて順調にCO2削減が進んでいる。
・風力発電、次世代エネルギーパーク、公共施設における省
エネ・新エネ導入体系化推進の各事業は平成20年度で目標
を達成、太陽光発電等設置モデル事業も平成21年度で目標
を達成した。
・メガワットソーラー共同利用モデル検討事業は、「札幌・サン
サンプロジェクト事業」として、市民・事業者・札幌市の協働に
より目標規模1,000kWを達成した。
・札幌・エネルギーecoプロジェクトは、事業者・金融機関との
協働により、省エネルギー・新エネルギー機器導入を支援す
る融資・補助制度を創設、その普及促進を図り、想定どおり
CO2を削減した。

・「環境首都・札幌」宣言メモリアルを開催し、改めて周知する
ことにより環境配慮意識の醸成及び行動の促進を図った。ま
た、冬の都市市長会での取組は本市の環境問題に対する積
極姿勢のPRにつながり、市民の環境意識を高める一助となっ
ている。
・「さっぽろエコ市民運動」等、エコ行動の実践を促すための
事業を体系的に進めた。また、「環境コンテスト」など環境教
育推進を図るため各種事業を体系的に進めてきた。
・引き続き、事業者の環境配慮活動を促すための誘導策とし
て、「さっぽろエコメンバー」を運用した。
・地球に優しいまちづくり支援事業（西区）では、環境活動を
通じた市民参加の促進を図った。落葉から環境保全と地域交
流事業（南区）では、花壇作りを通じ地域内・世代間交流が活
性化し、落葉処理費用削減にもつながった。円山動物園のエ
ゾシカ・オオカミ舎では、身近な環境問題についての普及啓
発ができた。

・「環境首都・札幌」を実現させるため、環境保全活動の実践
を促す、より効果的な取組みを進める必要がある。また、冬の
都市市長会の活動が、市民生活の向上に寄与しているものと
いう実感を持ってもらえるような活動内容を検討する必要があ
る。
・学校や地域での環境保全活動をさらに広げるため、情勢の
変化に応じた情報を提供している必要がある。
・「さっぽろエコメンバー」の増加だけではなく、個々の環境配
慮活動の拡充が必要である。
・地域に優しいまちづくり支援事業（西区）では、環境活動の
認知度は、まだ十分ではないため、今後更なる活動のPRが
必要である。また、落葉から環境保全と地域交流事業（南区）
では、安価で耐久性のある施設の改良が必要となっている。
・円山動物園では、動物園が発信するメッセージをより普及啓
発のできるプログラムの検討が必要である。

平 成 23 年 度 第 2 次 札 幌 新 ま ち づ く り 計 画 施 策 進 行 調 書 （ そ の ６ ）

評　　　　価　　（　成　　果　）

今　　後　　の　　重　　点　　取　　組

政 策 目 標

・本市では、市民生活と関わりの深い民生（家庭・業務）及び運輸部門からのＣＯ2排出量が全排出量の大部分を占めている

ことから、市民一人一人に対し環境行動の定着を図ることが非常に重要である。今後、さらに学校、企業、市民団体等との連
携を深めながら「さっぽろエコ市民運動」をはじめとする各種啓発事業を実施することにより、市民、事業者等による環境行動
の取組の環を広げ、「環境首都・札幌」の実現を目指していく。
・市民、事業者向けの省エネルギー・新エネルギー機器のさらなる普及促進のために、支援制度の拡充や制度の見直しを
行う。また、普及を加速するために、市民にわかりやすい情報提供を行う。
・市民、事業者と情報を共有し、協働してごみ減量・リサイクルの推進に努め、「スリムシティさっぽろ計画」に掲げた施策を確
実に実施していく。



様　式　ア

【実績値の推移に係る検証】
市民・事業者への支援等の成果で伸びているが、未達成。

【実績値の推移に係る検証】
新ごみルールの効果でH29の最終目標値の達成にまで至った

【実績値の推移に係る検証】
道庁、商工会議所等との連携強化で順調に推移している

【実績値の推移に係る検証】 【実績値の推移に係る検証】

重 点 課 題 2 地球環境問題への対応と循環型社会の構築

政 策 目 標 4 安全・安心で、人と環境にやさしい街

平 成 23 年 度 第 2 次 札 幌 新 ま ち づ く り 計 画 施 策 進 行 調 書 （ そ の ７ ）

環境に配慮している事業者数（単位：件）

項目２

成　　果　　指　　標　　等　　の　　動　　向

市内における新エネルギー・省エネルギー機器導入によるCO2削減量（単位：ｔ）

項目３ 廃棄ごみ量（平成16年度対比）（単位：％減量）

市民の省エネ・省資源行動指標（省エネ・省資源を実践したことによるCO2削減量）（単位：ｔ）

項目４

項目１

【実績値の推移に係る検証】
さっぽろエコ市民運動の浸透等で着実に推移している

3つの指標は、目標値を達成しているが、「市内における新エネルギー・省エネルギー機器導入によるCO2削減量」について
は、目標に若干届かない結果となっており、更なる普及促進策が必要と考えられる。

項目６

成　果　指　標　等　 か　ら　見　た　重　点　課　題　の　評　価

項目５
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